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明治学院大学教養教育センターは、研究プロジェクト「記憶メディアの比較文化的研究」の一環として、講演会

を開催します。 

  

この講演会では、カナダ出身の英文学者であり、文明評論家のマーシャル・マクルハーン（1911－1980）が説

いた「グローバル・ヴィレッジ（地球村）」について、マクルハーン研究の第一人者であるリチャード・キャベル氏

に語っていただきます。 

 

マーシャル・マクルハーンによれば、ラジオやテレビなどにはじまる電子マスメディアの発達によって地球全

体が一つの「グローバル・ヴィレッジ（地球村）」に変貌したといいます。しかしメディアは、単なるコミュニケーショ

ンの機械ではなく、今日ではビジネスとしてのメディア自体が生き物と化し、人間はその生物（バイオ・メディア）

の一部として機能するとみなされています。マクルハーンが 50年前に予言した現象を探ります。 

 

ぜひこのイベントを告知、または当日の様子を取材していただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

 

●開催日時 ： 2月21日（火） 15：00～17：00 

●会 場 ： 明治学院大学 白金キャンパス 本館10階大会議場  ※通訳あり・参加無料 

          （東京メトロ「白金台駅」徒歩 7分）  ※お車でのお越しはご遠慮ください。 

●講 演 者 ： リチャード・キャベル氏（Dr.Richard Cavell） ブリティッシュ・コロンビア大学教授 

          著書『McLuhan in Space :A Cultural Geography』（2003） 

●主 催 ： 明治学院大学 教養教育センター 

●お問い合せ ： 明治学院大学 教養教育センター Te：045-863-2067 

 

 

取材のお問い合わせは…                   明治学院大学 広報室   担当：渡辺、板橋 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1110021034 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 


